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空間データ更新の現状
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空撮と計測車で取得し、作成する
資料は、竣工図と同じものである。
また、工事図面を利用すると完成

前から地図の修正が可能となる。設
計変更時は変更図面を取得する。

計測車での
情報集数

計画・企画 設計 工事 竣工・共用（使用）

竣工図

空撮 デジタル化

計測
量測

データ
解析

建物・道路
建設工程

地図作
成工程

変更個所の洗出し

地図
修正

即ち、竣工図

平面的誤差
数ミリ（建物）
５センチ（道路）

情報収集
費用が高額

工事図面

１．空間データの更新要因について
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２．行政での空間データの更新情報の流れ

建築主 建築指導課

申請受付け・審査・許可

建築申請

区（市）民課

シート地図に家型記入（削除）
住居号数を記入（削除）
戸籍課、出張所に配布

戸籍課・出張所転出入者

転出入届 シート地図の住居号数確認
建築主を転入者に書換え
世帯主記入（抹消）
住民基本台帳の書換え（別システム）

１１

２２

３３

１１

２２
３３

1～3千枚の１/500
シート地図から選択

建築許可

住居申請
（住居廃止届）

建
築
工
事
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全国市街地図レベルの場合の変換費用は高額で、時間も掛かります。

ＣＡＤデータ
（メッシュ管理）
属性データ

地図データ
（内部形式）
属性データ

GISｴﾝｼﾞﾝ毎に購入

各ＧＩＳエンジン毎に地図を購入する必要があります。

Ａ-GISエンジン

Ｂ-GISエンジン

Ｃ-GISエンジン

Ｄ-GISエンジン

地図提供会社 ユーザ企業

ユーザ
データ

変換

外部形式

全データ

ＣＡＤデータ
（メッシュ管理）
属性データ

全データ変換処理

地図データ
（内部形式）
属性データ

全データ
（変更箇所は
数％前後）

変更時も全データ変換

全地図データ
の作り直し

初期提供時

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ提供時

地図提供会社 ユーザ企業

変換費用発生

変換費用発生

外部形式

全データ
変換

変換 ＣＡＤデータをＧＩＳの内部形式に変換

外部形式

全データ

初期導入時

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時

ＣＡＤデータをＧＩＳの内部形式に変換
ユーザ
データ

ユーザ
データ

３．現在の電子地図の提供方法とメンテナンス方法
シームレス管理

空間インデックス
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提案プロジェクトの概要
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４．地理空間情報活用推進基本法に基づく告示（概要）

◆ 既存の基盤地図情報の利用基準
位置精度が同等以上の基盤地図情報が既にある
場合には、既存の基盤地図情報を用いる。

◆ シームレスな基盤地図情報の利用基準
隣接地域に同等以上の基盤地図情報がある場合
には、接合する。

◆ 基盤地図が適合すべき規格
基盤地図情報はＪＩＳ又はＩＳＯの規格に適合
して提供されるものとする。
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５．ＩＳＯ、ＪＩＳ、地理情報標準（ＪＰＧＩＳ）の仕様

ＵＭＬによる記述

ＸＭＬ
プロトコル

描画法空間データのカタログ仕様

空間データの元データや作成方法等
の仕様

空間データ構成の記述仕様

ＵＭＬによるクラス図の記述仕様

空間データの検査仕様

空間データの検査仕様

地物（オブジェクト）による

空間データベース管理

地物（オブジェクト）による

空間データベース管理
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一般地物 基準地物 被覆地物

基準点 画像 DEM/DTM

地物

空間属性

主題属性

時間属性

現実世界＝地物

人為的地物 非人為的地物

境界 人工物

自然地物

水部

海岸線河川水涯線 河川水涯線一条 湖沼行政境界 区域界

場地境界街区界 場地出入口

鉄道

構造物 交通施設

鉄道中心線

建物 その他構造物 道路

道路縁 道路縁線 道路中心線分離帯

地番筆界

0..＊1

1
0..＊

0..＊

基本仕様書地物ＵＭＬクラス図

デジタル空間データ基本仕様ｺﾝｿｰｼｱﾑの
デジタル空間データ基本仕様書で、

「共用空間データ調達仕様書及び基本仕
様書」（総務省自治行政局地域情報政策
室 H13.7.12）

１／１０００
１／５００

１／２５００

６．ＵＭＬによる空間データ仕様例

歩道自転車道
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・
・
・

・・
・

・・
・

メッシュ管理

物理レイア管理

編集完了

編集中

編集完了

編集完了

編集完了

編集中

未着手

編集中

未着手

従来の地図データ（ＣＡＤ形式）

属
性
デ
ー
タ

オブジェクト管理の
空間データベース

シームレス管理

空間インデックス

論理レイア管理

キャッシュ

ファイル

（描画データ）

メッシュ管理

物理レイア管理

＋

７．空間データベースによる空間データ管理方法

形状データ

基本法のＵＭＬ

オブジェクトの

空間データ構造
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Ａ-GISエンジン

Ｂ-GISエンジン

Ｃ-GISエンジン

Ｄ-GISエンジン

地図提供機関

ＧＩＳユーザ

空間DB

（形状、属性）

空間DB

（形状、属性）

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時
差分更新
データ

初期提供時
（ｼｽﾃﾑとﾃﾞｰﾀ）

ユーザ
データ

ｷｬｯｼｭ
ﾌｧｲﾙ

（描画ﾃﾞｰﾀ）

ＪＰＧＩＳ（地理情報標準）
ＩＳＯ／ＴＣ２１１

空間データベース論理仕様

Ｇ－ＸＭＬ、ＧＭＬ
通信プロトコル

ＯＧＣ
ＧＩＳサーバ
システム規格

ＳＸＦ規定
編集ファイル仕様

ＧＩＳシステム

ＵＭＬ

ｲﾝｽﾀﾝｽｲﾝｽﾀﾝｽ

８．各基準とＣＡＤ、空間ＤＢ、ＧＩＳシステムの関係
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Ａ-GISエンジン

Ｂ-GISエンジン

Ｃ-GISエンジン

Ｄ-GISエンジン

地図提供組織
ユーザ企業

空間DB

（形状、属性）

空間DB

（形状、属性）

差分更新データ

ｷｬｯｼｭ

ﾌｧｲﾙ

ＣＡＤデータ
（メッシュ管理）
属性データ

全データ変換処理

地図データ
（内部形式）
属性データ

全データ
（変更箇所は
数％前後）

変更時も全データ変換

全地図データ
の作り直し

初期提供時

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ提供時

地図提供組織 ユーザ企業

変換費用発生

変換費用発生

外部形式

全データｃ
変換

変換 ＣＡＤデータをＧＩＳの内部形式に変換

外部形式

全データ

初期導入時

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時

ＣＡＤデータをＧＩＳの内部形式に変換
ユーザ
データ

ユーザ
データ

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ提供時
（更新差分ﾃﾞｰﾀ提供）

初期提供時
（ｸﾗｽ図とﾃﾞｰﾀを提供）

ユーザ
データ

ｷｬｯｼｭ

ﾌｧｲﾙ

９．空間データベースによる空間データの差分更新システム

従

来

今

回

カーナビ車載器で

利用の可能性も
空間ＤＢの

クラス図を合せる

メッシュ、レイヤ

のファイル形式
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提案プロジェクトの目的
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１０．本プロジェクトの基本

地理空間情報活用推進基本法に添った自治体、県、国と連携し
た、基盤空間データの効率的な提供方式の基盤構築を目差す。
基盤空間データの作製側の編集ＣＡＤや、ＧＩＳユーザ側のＧＩＳ
エンジンは既存のソフトの利用を可能とする。
基盤空間データの提供は、空間データベースを経由し、データ
の更新についてはオブジェクト単位の差分とする。

Ｂ-GISエンジン

Ｃ-GISエンジン

Ｄ-GISエンジン

空間データ提供側
空間データ利用側

空間DB

（形状、属性）

空間DB

（形状、属性）

差分更新データ

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ提供時
（更新差分ﾃﾞｰﾀ提供）

初期提供時
（ｸﾗｽ図とﾃﾞｰﾀを提

供） ユーザ
データｷｬｯｼｭ

ﾌｧｲﾙ

既存システム利用
地図データ
（内部形式）
属性データ

既存システム利用

Ａ-GISエンジン
ＣＡＤデータ

（メッシュ管理）
属性データ

ｷｬｯｼｭ

ﾌｧｲﾙ

空間ＤＢの

クラス図を合せる

空間データベース付加
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１１．施工管理システムと各種工事図面

施工管理システムでは工事図面は必須である。

工事の前に自治体に建築確認申請等の申請が必要である。

設計時は敷地の
測量は必須、

（緯度経度の付加）
設計時は敷地の
測量は必須、

（緯度経度の付加）
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交通規制
情報

差分
ＤＢ

属性
差分
ＤＢ

日本デジタル道路
地図協会（ＤＲＭ）

農林水産省
（農林道工事図面）
（農林工事入札情報）

支部

地方地図
ＤＢ

属性DB

差分
ＤＢ

地物形状、属性
データ入力、修正

道路工事図面

道路工事
図面収集

細街路交通規制

ﾛｹｰｼｮﾝ
ｻｰﾋﾞｽ

配信地図

ﾛｹｰｼｮﾝ
ｻｰﾋﾞｽｻｰﾊﾞ

道路属性
差分ﾃﾞｰﾀ

配信地図
ｷｬｯｼｭ

各地方自治体

空間DB
属性DB

共通ｺﾝﾃﾝﾂ
差分
ＤＢ

統合型空間

DBｻｰﾊﾞ

自治体内
他部署

部署内
ﾃﾞｰﾀ

地図
ｷｬｯｼｭ

ﾅﾋﾞ地図
DB

日本ＢＰＳｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ等
日本ＧＰＳﾃﾞｰﾀｻｰﾋﾞｽ等

国土地理院

ＦＭ通信網

歩
行
者
ナ
ビ

移動帯通信網

測量会社

家庭ユーザ

交通規制
情報収集

広
域
通
信

POI
DB

地図
ｷｬｯｼｭ

地図
ｷｬｯｼｭ

GISユーザ

全国地図DB
属性DB
ｺﾝﾃﾝﾂDB

差分
ＤＢ

地図
ｷｬｯｼｭ

部署内
ﾃﾞｰﾀ

ｺﾝﾃﾝﾂ
DB

全国地図
DB

交通規制
情報DB

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

日本道路公団等
（高速道路工事図面）

（高速道路工事入札情報）

国土交通省
（国道工事図面）

（国道工事入札情報）

道路交通情報通信
システムセンター

ＶＩＣＳ

ＶＭＭ

日本建設情報総合
センター（ＪＡＣＩＣ）
（入札情報提供）

テレマティックｽ

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
郵送等

差分
ＤＢ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

地図調整会社等

全国地図DB
ＰＯＩDB

ｺﾝﾃﾝﾂ
DB

差分
ＤＢ

地理空間情報センター

地図データモデル（共用空間データ調達仕様書及び基本仕様書）
： 総務省自治行政局地域情報政策室

基盤地図データ（１/2500：9万Km2、１/5000：28万Km2）
： 国土地理院 （電子ブルーマップ ： 法務局）

住所コード（日本加除コード）
： 日本加除出版 （不動産コード ： 法務局）

（住基の外字７万字 ： 総務省）
道路ネットワークデータ （新DRMデータ） ： DRM、

ナビメーカー

カーナビ地図調製会社
航測会社等

測位衛星

差分
ＤＢ

ナビ地図センター
データモデル例

共用空間データ調達仕様書及び基本仕様書

空間データの構成と利用用途

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

差分
ＤＢ

基本地図

道路ネットワーク

日本道路交通

情報センター

施工管理ソフト

住宅配置図等

建主

施工業者

地理空間情報センターの運営する
オープン・コミュニティ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

地図調製会社
民間（金融、
不動産等）
行政（12省庁）

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

公安委員会

道路ﾈｯﾄﾜｰｸ
形状ﾃﾞｰﾀ

住所
ＤＢ

全国地図
ＤＢ

道路形状入力

交通規制情報入力

本部

道路工事図面

１２．プロジェクトの全体イメージ

今回の目標
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ



Spatial Data Service

１３．地理情報システム学会への提案

本提案システムは今後の我国の基盤空間データの鮮
度向上にも有効であり、本来、国が行うものと考えます。

進め方としては、
1.今回の被害を受けた東北の三県とその配下の自
治体の連携による、基盤空間データの差分更新シ
ステムの共同構築

2.空間データ更新情報収集手段としての「地元建設・
土木企業や施主向けの工程管理システム」のＡＳ
Ｐサービスシステムの共同構築

を提案します。

又、自然災害等による空間データの更新情報データの収集は
、国土地理院が作成する航空写真等を利用する。
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１４．自治体と県連携による基盤地図データ更新イメージ

各地方自治体

空間DB

属性DB

共通ｺﾝﾃﾝﾂ

差分

ＤＢ

⑤市（区・町・村）民部
戸籍課

戸籍主戸籍抄本写し

自治体内
他部署

統合型空間DB

サーバー

部署内

ｺﾝﾃﾝﾂＤＢ

①建築指導課
検査済み時に

確認申請書配置図
部署内

ｺﾝﾃﾝﾂＤＢ

③市（区・町・村）民部
市（区・町・村）民課
住居申請書写し

部署内

ｺﾝﾃﾝﾂＤＢ

部署内

ｺﾝﾃﾝﾂＤＢ

県レベルの
支部センター

支部空間DB

サーバー

県地図DB

属性DB差分

ＤＢ

②建物等の形状デー
タの入力、差分配信

④建物の住居番号
の入力、差分配信

⑥建物の標札名
の入力、差分配信

②、④、⑥

本
部
セ
ン
タ
ー
（
全
国
）

①

③

⑤

②、④、⑥

県センターが配下の自治体の更新を行う。

施工管理システム

インターネット
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１５．本プロジェクトのメリット

空間データ（地図データ）整備費用の「現行費用の９割低減」
航空写真による変更箇所の洗出し ⇒ 各種工事図面の利用
国、県、自治体毎の整備 ⇒ 全国共同の一律整備

空間データ鮮度の向上「リアルタイム更新」
３ヶ月更新目標（地理院） ⇒ 時空間によるリアルタイム更新
竣工図利用 ⇒ 工程管理システムとの連携
全空間データの総取替え ⇒ 変更データのみの差替え
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空
間
デ
ー
タ

管
理
シ
ス
テ
ム

空間
データベース
（座標ﾃﾞｰﾀ
、属性ﾃﾞｰﾀ）

キャッシュ

ファイル

（描画データ）

ＰＣクライアント

物理レイア

メッシュ管理

オブジェクト管理

シｰムレス管理

空間インデックス

空
間
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト

修
正
時
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ァ
イ
ル
と

シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
し
、
関
連
メ
ッ
シ
ュ

の
み
再
構
築
す
る

ＧＩＳ-ＡＰＬサーバ

キャッシュ
マネージャ

（座標データと属性データを提供し、
座標データをＧＩＳエンジンの描画
形式（内部形式）に合わせる）

ユーザ側ＧＩＳ

地図データ

（内部形式）

属性データ

ＧＩＳ
クライアント
システム

ＧＩＳサーバ
システム

取込み

外部形式

全データ

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ単位

の更新データ

従来、変更箇所が
１メッシュでも

全メッシュの入替え

ユーザ側ＧＩＳの内
部描画データ

形式に合わせる

属性データ

キャッシュ機能が無い場合対象
エリアの座標データを直接描画

データに変換する。

ユーザ

データ

ユーザ側ＧＩＳの内
部描画データ

形式に合わせる
（ＦＭＥ／ＥＴＬ）

１６．空間データベースの地図提供と、既存システムとの連携
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道路台帳

１／５００１／１０００

都市計画図

１／２５００

１７．対象データサンプル



Spatial Data Service

建物を新規に建築ずる場合、その対象敷地を必ず実
測します。

よって、この場合に敷地境界の２点の緯度経度をRTK
で測定します。（これを公共測量規定で行う）

これにより、建物の構成点にも緯度経度が降れること
になり、基盤地図データでそのまま利用でます。

以上により、公図の再整備にも利用できます。

１８．公共測量の改定について


